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明
治
の
開
化
を

「外
発
的
」
で

「
皮
相
上
滑
り
」

と
嘆
い
た
の
は
夏
目
漱
石
だ
が
、
明
治
以
降
、
日
本

の
急
激
な
近
代
化
は
そ
れ
ま
で
の
近
世
と
い
う
過
去

を
ま
る
で
遺
物
の
よ
う
に
葬

っ
て
し
ま

っ
た
。
本
書

は
そ
ん
な
中
に
あ

つ
て
、
特
に
あ
や
ふ
や
に
さ
れ
た

感
が
あ
る
江
戸
と
い
う
都
市

の
被
差
別
民
の
実
像

を
、
当
時
の
被
差
別
民
自
身
に
よ
″２
ｘ
配
組
織

「弾

左
衛
門
」
体
制
か
ら
分
析
し
よ
う
と
試
み
る
。

弾
左
衛
門
は
、
江
戸
時
代
十
二
代
続
い
た
江
戸

・

卸
疎
助
動
華
剛
多′，民
莉
獅
「
』
康
』

、
ｒ
帥
囃
『
薇
け

配
下
に
お
わ
た
の
管
轄
し
た
の
は
、
長
更
、
非
人
、

猿
飼
、
乞
胸

（大
道
芸
人
）
に
歌
舞
伎
な
ど
各
種
の

芸
能
。
皮
革
、
灯
心
な
ど
の
専
売
権
を
持
ち
、
関
東

全
域
の
被
差
別
民
へ
の
支
配
権
を
背
景
に
、
旗
本
な

み
の
屋
敷
に
住
み
、財
力
は
大
名
を
し
の
い
で
い
た
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
巨
大
組
織
が
誕
生
し
た
の
か
。

幕
末
ま
で
の
存
続
が
示
す
と
お
り
、
長
吏
た
ち
の
利

害
と
徳
川
氏
の
思
感
が
合
致
し
た
と
著
者
は
見
る
。

江
戸
中
期
以
降
、
江
戸
人
口
は
百
万
人
に
達
す
る
。

木
端
の
仕
事
、
例
え
ば
清
掃
、
衛
生
対
策
、
貧
困
者

の
救
済
な
ど
が
当
然
増
え
、
非
人
た
ち
は
そ
れ
ら
公

務
を
任
さ
れ
、
都
市
機
能
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
。
非
人
に
は
、
非
人
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
定

住
す
る

「抱
非
人
」
と
、
無
宿
の

「野
非
人
」
が
い

た
。
野
非
人
に
は
元
町
民
や
農
民
も
お
り
、
餅
鐵
、

地
震
、
火
事
の
た
び
に
増
え
、
最
も
多
い
と
き
で
八

千
人
、
今
の
東
京
に
置
き
か
え
れ
ば
八
万
人
に
も
な

っ
た
。
こ
れ
ら
野
非
人
問
題
に
対
処
し
た
の
も
弾
左

衛
門
だ

っ
た
。
排
除
で
な
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
で
信

頼
を
得
、
そ
の
中
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
も
い
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
．
さ
ら
に
、
二
弦
や
嶼
げ
を
鳴
ら

す

「女
太
大
」
は
、
幕
府
も
規
制
し
な
い
江
戸
の
ア

イ
ド
ル
だ

っ
た
Ｌ
こ
ん
な
非
入
社
会
の
存
在
な
し
に

都
市
江
戸
は
成
立
し
得
た
の
か
、
と
い
う
の
が
、
こ

の
書
の

一
貫
し
た
テ
ー
マ
な
の
だ
。

だ
が
大
政
奉
還
と
同
時
に
弾
左
衛
門
制
度
は
な
し

崩
し
的
に
廃
止
、
死

牛
馬
処
理
な
ど
多
く
の
特
権

は
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
実
質
的
な
差
別
は
残

っ
た
ま

ま
歴
史
の

一
役
を
担

っ
た
プ
ラ
ス
の
遺
産
が
消
さ
れ

る
と
い
う
、
ま
さ
し
く
皮
相
上
滑
り
の
開
化
を
、
著

者
は
豊
富
な
資

料
を
駆
使
し
冷
静
に
告
発
し
て
い

る
。
評

・
宮
本
誠

一
（小
規
模
作
業
所

「夢
屋
」
代
表
）

「皮相上滑り」の開化を告発

◇うらもと 。よ しら、み  1965年 兵庫 県生 まれc部 落解放 同_nd
東京都連合会職員。  
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